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(57)【要約】
【課題】フィルターの交換が容易な電気掃除機を提供す
ること。
【解決手段】電気掃除機１は、入口開口１０１と、出口
開口１０２と、第１フィルター１１０と、を有する集塵
容器１００を備え、第１フィルター１１０は、出口開口
１０２を覆うように、集塵容器１００の内部に非固定で
収容されている。第１フィルター１１０が集塵容器１０
０の内部に非固定で収容されているので、第１フィルタ
ー１００を容易に取り外すことができる。したがって、
フィルターの交換が容易な電気掃除機１を提供すること
ができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入口開口と、
　出口開口と、
　第１フィルターと、
　を有する集塵容器を備え、
　前記第１フィルターは、
　前記出口開口を覆うように、前記集塵容器の内部に非固定で収容されている、電気掃除
機。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記集塵容器の内側に凸となる形状で前記出口開口を覆うように設け
られた網状の支持部材をさらに有し、
　前記第１フィルターは、袋状に構成され、前記支持部材の少なくとも一部を覆うように
前記集塵容器の内部に収容されている、電気掃除機。
【請求項３】
　請求項２に記載の電気掃除機において、
　前記支持部材の高さ方向における、前記支持部材の高さと前記第１フィルターの長さと
の和は、前記集塵容器の内部空間の長さよりも大きい、電気掃除機。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記入口開口を有する容器部と、前記出口開口を有する蓋部と、を有
する、電気掃除機。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記第１フィルターよりも前記出口開口側に設けられ、前記出口開口
を覆うように固定された第２フィルターをさらに有する、電気掃除機。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の電気掃除機において、
　前記入口開口と前記出口開口とは、前記集塵容器の互いに向かい合う面に設けられてい
る、電気掃除機。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の電気掃除機において、
　前記集塵容器を取り外し可能に収容する電気掃除機本体をさらに有する、電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　塵埃を補足するフィルターを有する電気掃除機が開発されている。特許文献１には、導
電性繊維を用いた織布で形成したフィルターを有する電気掃除機が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２２３２０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　高い集塵効率を有するフィルターを電気掃除機に用いた場合には、塵離れを改善できた
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としても、現実的にはフィルターの目詰りは避けられない。フィルターの目詰まりが生じ
ると、電気掃除機の吸引力が劣化してしまう。
【０００５】
　本発明は、以上のような技術的課題に鑑みてなされたものである。本発明のいくつかの
態様によれば、フィルターの交換が容易な電気掃除機を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
［適用例１］
　本適用例に係る電気掃除機は、
　入口開口と、
　出口開口と、
　第１フィルターと、
　を有する集塵容器を備え、
　前記第１フィルターは、
　前記出口開口を覆うように、前記集塵容器の内部に非固定で収容されている、電気掃除
機である。
【０００７】
　本適用例によれば、第１フィルターが集塵容器の内部に非固定で収容されているので、
電気掃除機の使用時には出口開口を覆ってフィルターとして機能し、電気掃除機の非使用
時には第１フィルターを容易に取り外すことができる。したがって、フィルターの交換が
容易な電気掃除機を提供することができる。
【０００８】
［適用例２］
　上述の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記集塵容器の内側に凸となる形状で前記出口開口を覆うように設け
られた網状の支持部材をさらに有し、
　前記第１フィルターは、袋状に構成され、前記支持部材の少なくとも一部を覆うように
前記集塵容器の内部に収容されていることが好ましい。
【０００９】
　本適用例によれば、第１フィルターは、袋状に構成され、支持部材の少なくとも一部を
覆うように集塵容器の内部に収容されているので、単に出口開口の開口面を覆う場合に比
べて、第１フィルターの面積を大きくすることができる。また、集塵容器内における第１
フィルターの位置を支持部材によってある程度規定することができるので、第１フィルタ
ーの位置ずれによるフィルター漏れのリスクを低減できる。
【００１０】
［適用例３］
　上述の電気掃除機において、
　前記支持部材の高さ方向における、前記支持部材の高さと前記第１フィルターの長さと
の和は、前記集塵容器の内部空間の長さよりも大きいことが好ましい。
【００１１】
　本適用例によれば、支持部材の高さ方向における、支持部材の高さと第１フィルターの
長さとの和は、集塵容器の内部空間の長さよりも大きいので、電気掃除機の非使用時に第
１フィルターが支持部材から完全には抜け落ちにくい。したがって、集塵容器内における
第１フィルターの位置をある程度規定することができるので、第１フィルター１１０の位
置ずれによるフィルター漏れのリスクを低減できる。
【００１２】
［適用例４］
　上述の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記入口開口を有する容器部と、前記出口開口を有する蓋部と、を有
することが好ましい。
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【００１３】
　本適用例によれば、蓋部を上方となる向きで蓋部を容器部から外すと、第１フィルター
が容器部内に残るので、第１フィルターを塵埃などとともに容易に廃棄することができる
。また、特に蓋部が支持部材を有する場合には、蓋部を容器部から外すと支持部材が露出
するので、容器部が出口開口と支持部材とを有する構成に比べて、第１フィルターの装着
が容易になる。
【００１４】
［適用例５］
　上述の電気掃除機において、
　前記集塵容器は、前記第１フィルターよりも前記出口開口側に設けられ、前記出口開口
を覆うように固定された第２フィルターをさらに有することが好ましい。
【００１５】
　本適用例によれば、例えば、集塵容器内における第１フィルターの位置が適切ではなか
った場合においても、第２フィルターで塵埃などを捕捉することができる。
【００１６】
［適用例６］
　上述の電気掃除機において、
　前記入口開口と前記出口開口とは、前記集塵容器の互いに向かい合う面に設けられてい
ることが好ましい。
【００１７】
　本適用例によれば、入口開口と出口開口とは、集塵容器の互いに向かい合う面に設けら
れているので、入口開口と出口開口とが隣り合う面に設けられている場合に比べて、流路
抵抗を小さくすることができる。
【００１８】
［適用例７］
　上述の電気掃除機において、
　前記集塵容器を取り外し可能に収容する電気掃除機本体をさらに有することが好ましい
。
【００１９】
　本適用例によれば、電気掃除機本体から集塵容器を取り外し可能に構成されているので
、集塵容器内の塵埃など及び第１フィルターを容易に廃棄することができる。また、第１
フィルターを容易に交換することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１実施形態に係る電気掃除機１の構造を模式的に示す縦断面図である。
【図２】集塵容器１００の縦断面図である。
【図３】集塵容器１００の分解斜視図である。
【図４】図４（Ａ）及び図４（Ｂ）は、第１フィルター１１０の形状を模式的に示す図で
ある。
【図５】第２実施形態に係る電気掃除機１ａの構造を模式的に示す側面図である。
【図６】第３実施形態に係る電気掃除機１ｂの構造を模式的に示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施形態について図面を用いて詳細に説明する。用いる図面は説
明の便宜上のものである。なお、以下に説明する実施形態は、特許請求の範囲に記載され
た本発明の内容を不当に限定するものではない。また以下で説明される構成の全てが本発
明の必須構成要件であるとは限らない。
【００２２】
１．第１実施形態
　図１は、第１実施形態に係る電気掃除機１の構造を模式的に示す縦断面図である。図２
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は、集塵容器１００の縦断面図である。図３は、集塵容器１００の分解斜視図である。
【００２３】
　本実施形態に係る電気掃除機１は、入口開口１０１と、出口開口１０２と、第１フィル
ター１１０と、を有する集塵容器１００を備え、第１フィルター１１０は、出口開口１０
２を覆うように、集塵容器１００の内部に非固定で収容されている。
【００２４】
　図１に示される例では、電気掃除機１は、集塵容器１００と、電気掃除機本体１０と、
を含んで構成されている。
【００２５】
　電気掃除機本体１０は、電動送風機１１と、吸引管１２と、バッテリー１３と、操作部
１４と、把持部１５と、を含んで構成されている。
【００２６】
　電動送風機１１は、バッテリー１３を電源として駆動され、集塵容器１００の第１フィ
ルター１１０を介して出口開口１０２から集塵容器１００の内部の空気を吸気及び排出す
る。なお、電気掃除機１は、バッテリー１３を有さず、又は、バッテリー１３に加えて、
家庭用電源などの外部電源から給電される構成であってもよい。
【００２７】
　吸引管１２は、筒状に構成され、集塵容器１００と連通するように構成されている。ま
た、図１に示される例では、吸引管１２は、略直管で構成されている。
【００２８】
　操作部１４は、スイッチやボタンなどで構成され、例えば、電動送風機１１の電源のＯ
ＮとＯＦＦ及び吸引力の強弱の切り替えなどの操作が可能となるように構成されている。
【００２９】
　把持部１５は、使用者が電気掃除機本体１０を把持するための構成である。
【００３０】
　集塵容器１００は、入口開口１０１と、出口開口１０２と、第１フィルター１１０と、
を含んで構成されている。集塵容器１００は、第１フィルター１１０で捕捉された塵埃を
貯蔵する。集塵容器１００は、電気掃除機本体１０から取り外し可能に構成されていても
よい。
【００３１】
　図１～図３に示される例では、集塵容器１００の内部空間の形状は、略四角錐台状に構
成されている。集塵容器１００の内部空間の形状は、これに限らず、例えば、円柱状、円
錐台状、直方体状など、種々の形状を採用できる。
【００３２】
　入口開口１０１は、集塵容器１００において、電気掃除機１が吸引する空気及び塵埃な
どの入口となる開口である。本実施形態においては、入口開口１０１は、吸引管１２連通
するように接続されている。図３に示される例では、入口開口１０１の形状は、円形であ
る。入口開口１０１の形状は、これに限らず、楕円形、多角形、角丸多角形など、種々の
形状を採用できる。
【００３３】
　出口開口１０２は、集塵容器１００において、電気掃除機１が吸引する空気の出口とな
る開口である。本実施形態においては、出口開口１０２は、電動送風機１１によって空気
が吸引される側に設けられている。図３に示される例では、出口開口１０２の形状は、円
形である。出口開口１０２の形状は、これに限らず、楕円形、多角形、角丸多角形など、
種々の形状を採用できる。
【００３４】
　第１フィルター１１０は、電動送風機１１によって吸気される空気中に含まれる塵埃な
どを捕捉する。第１フィルター１１０としては、織布、不織布、紙など、種々の公知の材
料で構成されたフィルターを採用できる。
【００３５】
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　第１フィルター１１０は、出口開口１０２を覆うように、集塵容器１００の内部に収容
されている。本実施形態においては、第１フィルター１１０は、電動送風機１１よって生
じる空気の流れが、入口開口１０１から第１フィルター１１０を介して出口開口１０２へ
流れるように、集塵容器１００の内部に収容されている。また、本実施形態においては、
第１フィルター１１０は、出口開口１０２の開口面の垂線方向から見た場合に、出口開口
１０２の開口面を覆うように、集塵容器１００の内部に収容されている。なお、第１フィ
ルター１１０は、電気掃除機１の使用時に出口開口１０２を覆っていればよく、電気掃除
機１の非使用時には出口開口１０２を覆っていなくてもよい。
【００３６】
　第１フィルター１１０は、集塵容器１００の内部に非固定で収容されている。すなわち
、第１フィルター１１０は、集塵容器１００の内部に、接着、溶着又は係止などをされて
いない状態で、集塵容器１００の内部に収容されている。
【００３７】
　本実施形態によれば、第１フィルター１１０が集塵容器１００の内部に非固定で収容さ
れているので、電気掃除機１の使用時には電動送風機１１の吸引力によって出口開口１０
２を覆ってフィルターとして機能し、電気掃除機１の非使用時には第１フィルター１１０
を容易に取り外すことができる。したがって、フィルターの交換が容易な電気掃除機１を
提供することができる。
【００３８】
　本実施形態においては、集塵容器１００は、集塵容器１００の内側に凸となる形状で出
口開口１０２を覆うように設けられた網状の支持部材１３０をさらに有している。図３に
示される例では、支持部材１３０は、集塵容器１００の内側に凸となる形状で出口開口１
０２を覆うように設けられた網状の第１支持部材１３１と、集塵容器１００の内側に凸と
なる形状で出口開口１０２を覆うように設けられた網状の第２支持部材１３２と、が重ね
あわせられて構成されている。図３に示される例では、第１支持部材１３１は、第２支持
部材１３２よりも出口開口１０２側に設けられている。支持部材１３０は網状であるので
、電動送風機１１よって生じる空気の流れを妨げにくい。
【００３９】
　本実施形態においては、第１フィルター１１０は、袋状に構成され、支持部材１３０の
少なくとも一部を覆うように集塵容器１００の内部に収容されている。図２に示される例
では、第１フィルター１１０は、支持部材１３０の略全体を覆うように収容されている。
なお、第１フィルター１１０は、電気掃除機１の使用時に支持部材１３０を覆っていれば
よく、電気掃除機１の非使用時には支持部材１３０を覆っていなくてもよい。
【００４０】
　図４（Ａ）及び図４（Ｂ）は、第１フィルター１１０の形状を模式的に示す図である。
【００４１】
　第１フィルター１１０は、図４（Ａ）に示されるように、開口部１１０ａと側壁面１１
０ｂとを有する封筒状に構成されていてもよい。このような構成であれば、例えば、第１
フィルター１１０の素材となる織布などを２つ折りにして２辺を封止するなどの簡易な方
法で製造することができる。また、予備の第１フィルター１１０を陳列棚などに省スペー
スで収容できる。
【００４２】
　第１フィルター１１０は、図４（Ｂ）に示されるように、開口部１１０ｃと側壁面１１
０ｄと底面１１０ｅとを有する有底筒状に構成されていてもよい。図４（Ｂ）に示される
例では、側壁面１１０ｄが円筒状で底面１１０ｅが円形である有底筒状に構成されている
。このような構成であれば、支持部材１３０の形状に近い形状を実現できるので、第１フ
ィルター１１０の位置ずれによるフィルター漏れのリスクを低減できる。
【００４３】
　本本実施形態によれば、第１フィルター１１０は、袋状に構成され、支持部材１３０の
少なくとも一部を覆うように集塵容器１００の内部に収容されているので、単に出口開口
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１０２の開口面を覆う場合に比べて、第１フィルター１１０の面積を大きくすることがで
きる。また、集塵容器１００内における第１フィルター１１０の位置を支持部材１３０に
よってある程度規定することができるので、第１フィルター１１０の位置ずれによるフィ
ルター漏れのリスクを低減できる。
【００４４】
　本実施形態においては、支持部材１３０の高さ方向における、支持部材１３０の高さＨ
と第１フィルター１１０の長さＬとの和は、集塵容器１００の内部空間の長さＳよりも大
きい。
【００４５】
　図２に示される例では、支持部材１３０高さ方向は、出口開口１０２の垂線方向（図２
における左右水平方向）と一致している。
【００４６】
　本実施形態によれば、支持部材１３０の高さ方向における、支持部材１３０の高さＨと
第１フィルター１１０の長さＬとの和は、集塵容器１００の内部空間の長さＳよりも大き
いので、電気掃除機１の非使用時に第１フィルター１１０が支持部材１３０から完全には
抜け落ちにくい。したがって、集塵容器１００内における第１フィルター１１０の位置を
ある程度規定することができるので、第１フィルター１１０の位置ずれによるフィルター
漏れのリスクを低減できる。
【００４７】
　図３に示される例では、支持部材１３０の形状は、略円錐台状に構成されている。支持
部材１３０の形状は、これに限らず、多角錐台状、円柱状、多角柱状など、種々の形状を
採用できる。支持部材１３０は、円錐台状、多角錐台状など、出口開口１０２から遠ざか
るほど細くなる形状であることによって、第１フィルター１１０が支持部材１３０からス
ムーズに抜けるようになるので好ましい。
【００４８】
　図３に示されるように、本実施形態においては、集塵容器１００は、入口開口１０１を
有する容器部１４０と、出口開口１０２を有する蓋部１５０と、を有している。本実施形
態においては、蓋部１５０は、容器部１４０の入口開口１０１とは反対側の開口部に嵌め
合わせることによって、容器部１４０に固定される。また、蓋部１５０は、容器部１４０
から取り外し可能に構成されている。
【００４９】
　本実施形態によれば、蓋部１５０を上方となる向きで蓋部１５０を容器部１４０から外
すと、第１フィルター１１０が容器部１４０内に残るので、第１フィルター１１０を塵埃
などとともに容易に廃棄することができる。また、特に蓋部１５０が支持部材１３０を有
する場合には、蓋部１５０を容器部１４０から外すと支持部材１３０が露出するので、容
器部１４０が出口開口１０２と支持部材１３０とを有する構成に比べて、第１フィルター
１１０の装着が容易になる。
【００５０】
　本実施形態においては、集塵容器１００は、第１フィルター１１０よりも出口開口１０
２側に設けられ、出口開口１０２を覆うように固定された第２フィルター１２０をさらに
有している。
【００５１】
　第２フィルター１２０は、電動送風機１１によって吸気される空気中に含まれる塵埃な
どを捕捉する。第２フィルター１２０としては、織布、不織布、紙など、種々の公知の材
料で構成されたフィルターを採用できる。
【００５２】
　第２フィルター１２０は、出口開口１０２を覆うように、集塵容器１００の内部に設け
られている。本実施形態においては、第２フィルター１２０は、電動送風機１１よって生
じる空気の流れが、入口開口１０１から第２フィルター１２０を介して出口開口１０２へ
流れるように、集塵容器１００の内部に設けられている。また、本実施形態においては、
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第２フィルター１２０は、出口開口１０２の開口面の垂線方向から見た場合に、出口開口
１０２の開口面を覆うように、集塵容器１００の内部に設けられている。
【００５３】
　図３に示される例では、第２フィルター１２０は、第１支持部材１３１と第２支持部材
１３２とに挟まれて固定されている。第２フィルター１２０の形状は、第１フィルター１
１０と同様に、封筒状や有底筒状などの袋状に構成されていてもよい。
【００５４】
　本実施形態によれば、例えば、集塵容器１００内における第１フィルター１１０の位置
が適切ではなかった場合（例えば、第１フィルター１１０の位置ずれが生じた場合や、第
１フィルター１１０を収容し忘れた場合など）においても、第２フィルター１２０で塵埃
などを捕捉することができる。
【００５５】
　本実施形態においては、入口開口１０１と出口開口１０２とは、集塵容器１００の互い
に向かい合う面に設けられている。図２に示される例では、入口開口１０１は、入口開口
１０１の開口面の垂線が、出口開口１０２の開口面を通るように設けられている。また、
出口開口１０２は、出口開口１０２の開口面の垂線が、入口開口１０１の開口面を通るよ
うに設けられている。なお、集塵容器１００の互いに向かい合う面は、平行である必要は
ない。
【００５６】
　本実施形態によれば、入口開口１０１と出口開口１０２とは、集塵容器１００の互いに
向かい合う面に設けられているので、入口開口１０１と出口開口１０２とが隣り合う面に
設けられている場合に比べて、流路抵抗を小さくすることができる。
【００５７】
　本実施形態においては、電気掃除機１は、集塵容器１００を取り外し可能に収容する電
気掃除機本体１０を有している。
【００５８】
　本実施形態によれば、電気掃除機本体１０から集塵容器１００を取り外し可能に構成さ
れているので、集塵容器１００内の塵埃など及び第１フィルター１１０を容易に廃棄する
ことができる。また、第１フィルター１１０を容易に交換することができる。
【００５９】
２．第２実施形態
　図５は、第２実施形態に係る電気掃除機１ａの構造を模式的に示す側面図である。なお
、第１実施形態と同様の構成には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００６０】
　本実施形態に係る電気掃除機１ａは、吸引管１２と連通するように接続された筒状のノ
ズル２０をさらに有している。図２に示される例では、ノズル２０は、全体としては略直
管状に構成され、先端部分（吸引管１２と接続される部分とは反対側の部分）が狭窄され
ている。電気掃除機１ａは、ノズル２０を有することによって、吸引力を高めることがで
きる。
【００６１】
　本実施形態に係る電気掃除機１ａにおいても、第１実施形態に係る電気掃除機１と同様
に理由によって同様の効果を奏する。
【００６２】
３．第３実施形態
　図６は、第３実施形態に係る電気掃除機１ｂの構造を模式的に示す側面図である。なお
、第１実施形態と同様の構成には同一の符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００６３】
　本実施形態に係る電気掃除機１ｂは、吸引管１２と連通する筒状の延長管３０と、延長
管３０を介して吸引管１２と連通する吸込ヘッド４０と、をさらに有している。
【００６４】
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　図６に示される例では、延長管３０は、略直管状に構成されている。延長管３０の一端
は吸引管１２に接続され、他端は吸込ヘッド４０の接続管４１に接続されている。延長管
３０は、電気掃除機本体１０から取り外し可能に構成されていてもよい。
【００６５】
　図６に示される例では、吸込ヘッド４０は、筒状の接続管４１を有し、接続管４１及び
延長管３０を介して吸引管１２と連通するように、吸引管１２と接続されている。吸込ヘ
ッド４０は、延長管３０から取り外し可能に構成されていてもよい。なお、延長管３０を
介さずに、吸込ヘッド４０の接続管４１が吸引管１２と直接接続される構成も可能である
。
【００６６】
　本実施形態に係る電気掃除機１ｂにおいても、第１実施形態に係る電気掃除機１と同様
に理由によって同様の効果を奏する。
【００６７】
　以上、本実施形態あるいは変形例について説明したが、本発明はこれら本実施形態ある
いは変形例に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々の態様で実
施することが可能である。
【００６８】
　本発明は、実施形態で説明した構成と実質的に同一の構成（例えば、機能、方法及び結
果が同一の構成、あるいは目的及び効果が同一の構成）を含む。また、本発明は、実施形
態で説明した構成の本質的でない部分を置き換えた構成を含む。また、本発明は、実施形
態で説明した構成と同一の作用効果を奏する構成又は同一の目的を達成することができる
構成を含む。また、本発明は、実施形態で説明した構成に公知技術を付加した構成を含む
。
【符号の説明】
【００６９】
１，１ａ，１ｂ…電気掃除機、１０…電気掃除機本体、１１…電動送風機、１２…吸引管
、１３…バッテリー、１４…操作部、１５…把持部、２０…ノズル、３０…延長管、４０
…吸込ヘッド、４１…接続管、１００…集塵容器、１０１…入口開口、１０２…出口開口
、１１０…第１フィルター、１１０ａ…開口部、１１０ｂ…側壁面、１１０ｃ…開口部、
１１０ｄ…側壁面、１１０ｅ…底面、１２０…第２フィルター、１３０…支持部材、１３
１…第１支持部材、１３２…第２支持部材、１４０…容器部、１５０…蓋部
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